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日本語というのは、面白いもので、単語の日本語化とともに動詞の日本語化も簡単に行ってしまう。そ
れがサ変動詞「する」である。このサ変動詞による日本語化は高校時代の国語で、担当のK先生[3]に教わ
ったことの全くの受け売りではあるが、未だに記憶に残っている。たとえば、「得る」という日本語に対
して、「獲得する」「ゲット(get)する」などである。特に、ゲットするは、ポケモンの中で使われはじめ
て、ここ20数年で市民権をゲットした言葉で、その推移を間近に観察できて興味深かった。

「する」を使えば、なんでも、日本語化してしまうのだが、新語が流行し、一般化する上では、特に小
～高校生の中で、語感や「使う」と受けるといった環境がフィットすることが重要なのかもしれない。英
語（もとはフランス語）でgetよりもやや格調高いとされるacquireを使って「アクワイヤーする」では、
今現在では受け入れ難いであろう。

外から、あらゆるモノや概念を取り入れて、それにアレンジを加えて、時にはオリジナルと全く異なる
「文化」にしてしまう過程で、言葉の日本語化が容易にできる点はとても重要であろう。そのうち、宇宙
人の話す言葉も日本語化してしまうのではないであろうか。

Teddy Pendergrass の “Do Me”[4]を聴きながら
2020年7月4日
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